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2.6 浸水被害実績 

過年度の報告書にて整理された浸水被害実績および直近に発生した浸水被害に基づき、

浸水被害状況を整理した。 

浸水被害状況を表 2.6に、浸水被害の実績箇所を図 2.14～図 2.19にまとめた。 

 

表 2.5 浸水被害実績の根拠資料一覧 

資料名称 年度 

在自川冠水対策基本設計業務 報告書 平成 23 年 3 月 

苅目川外雨水基本計画策定業務 報告書 平成 25 年 3 月 

井尻川排水区浸水対策検討業務委託 報告書 平成 29 年 2 月 

2024～2025 年の浸水箇所 ― 

 

表 2.6 浸水被害状況一覧 

 

  

床下浸水 床上浸水 合計

H11.6.29 － 苅目川 7 5 12 －

H15.7.11 － 苅目川 6 0 6 －

H19.7.2 － 苅目川 8 0 8 －

H19.7.2 集中豪雨 井尻川 － － － 道路冠水

H19.9.15 － 苅目川 8 0 8 －

H20.8.9 集中豪雨 苅目川 1 8 9 花見73号線道路冠水により通行止め

H21.7.3 集中豪雨 苅目川 8 － 8 －

H21.7.24 集中豪雨 津屋崎 12 0 12 道路冠水

H21.7.24 集中豪雨 井尻川 － － － 道路冠水

H21.7.24 集中豪雨 苅目川 5 － 5 －

H24.7.16 集中豪雨 苅目川 21 0 21 花見73号線道路冠水により通行止め

H24.7.16 集中豪雨 井尻川 － － － 道路冠水

H25.7.3 集中豪雨 苅目川 4 － 4 －

R5.7.1 集中豪雨 苅目川 1 － 1 －

R6.7.1 集中豪雨 井尻川 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 福間 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 苅目川 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 桜川 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 寺溝 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 中川 － － － 道路冠水

R6.7.1 集中豪雨 津屋崎 － － － 道路冠水

R6.9.11 集中豪雨 井尻川 － － － 原町雨水幹線などで道路冠水

R7.8.9～R7.8.12 集中豪雨 苅目川 3 37 40 その他排水区でも道路冠水など

排水区気象要因浸水発生日
被害状況別件数

備考
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図 2.14 浸水被害の実績箇所図（苅目川排水区） 

 

 

図 2.15 浸水被害の実績箇所図（井尻川排水区） 

 

：浸水範囲（全浸水被害同一範囲） 

：浸水範囲（H19～H24） ：浸水範囲（R6.7.1） 

：浸水範囲（R6.9.11） 
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図 2.16 浸水被害の実績箇所図（寺溝排水区・福間排水区・手光排水区） 

 

 

図 2.17 浸水被害の実績箇所図（桜川排水区） 

  

：浸水範囲（R6.7.1） 

：浸水範囲（R6.7.1） 
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図 2.18 浸水被害の実績箇所図（中川排水区） 

 

 

図 2.19 浸水被害の実績箇所図（津屋崎排水区） 

  

：浸水範囲（R6.7.1） 

：浸水範囲（H21） ：浸水範囲（R6.7.1） 
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■（参考）令和６年度に発生した浸水被害状況写真 

 

◇手光排水区における浸水被害状況（2024.7.1） 

① 

 

 

◇井尻川排水区・原町雨水幹線における浸水被害状況（2024.9.11） 

① ② 

  

③ ④ 
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⑤ ⑥ 

  

⑦ ⑧ 

  

◇浸水被害状況（2024.11.1） 

① ② 

  

③ ④ 
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■（参考）令和 7年度 8月 9日～12 日に発生した浸水被害状況 

令和 7 年 8 月 9 日～12 日にかけての豪雨により、各排水区で発生した浸水被害箇所を以

下より示す。各箇所では、過年度までの浸水実績範囲を超えて被害が拡大している区域や、

四角排水区や手光排水区など、新たに浸水被害が発生した区域が確認された。 

 

 
図 2.20 R7.8 浸水被害の実績箇所図（苅目川排水区） 

 

 
図 2.21  R7.8 浸水被害の実績箇所図（井尻川排水区） 
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図 2.22 R7.8 浸水被害の実績箇所図（寺溝・手光・四角排水区） 

 

 

図 2.23 R7.8 浸水被害の実績箇所図（津屋崎排水区） 
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2.7 降雨記録 

降雨観測地点 

本市周辺の雨量観測地点（気象庁）は、図 2.24に示すとおり、宗像・篠栗・福岡の３箇

所に分布している。本調査では、福津市より最も距離の近い宗像観測所の降雨データと、事

業計画における降雨強度を設定する際のベースとしている福岡観測所の降雨データについ

て整理する。なお、篠栗観測所は 2009 年 11 月 20 日までの観測データであるため今回の整

理からは除外する。 

 

 

 

図 2.24 福岡県における降雨観測地点（気象庁） 

出典：気象庁 HP 

 

  

福津市 
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浸水発生時の降雨観測記録 

浸水被害が発生した際の雨量データとして、宗像観測所および福岡観測所にて観測され

た雨量データについて、表 2.7に整理した。浸水発生日における各観測所のデータを比較

すると、宗像観測所の降雨量が福岡観測所の降雨量に比べ、全体的に高い値を示しているこ

とから、福津市における実際の降雨状況に比較的近いデータであると考えられる。 

 

表 2.7 浸水発生日の降雨データ（H11～R7） 
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■浸水発生時の降雨データに関する考察 

過年度に浸水が発生した日を対象に、宗像観測所で観測された降雨データに基づき、各

データの総降雨量を縦軸、60分最大降雨量を横軸とした散布図を以下に示す。 

本図より、浸水発生時の降雨には以下の特徴が確認できる。 

  総降雨量はそれほど多くないものの、60 分最大降雨量が大きいケース（R6.7.1） 

  60 分最大降雨量は比較的小さいが、総降雨量が多いケース（R6.11.1～R6.11.2） 

  両データがともに多いケース（H21.7.24～H21.7.25、R7.8.9～R7.8.12） 

 

なお、今年度浸水が発生した際の降雨（R7.8.9～R7.8.12）に関しては、散布図上で過

年度事象に比べて右上側に位置しており、60 分最大降雨量が相対的に大きく、特に総降雨

量が顕著に多いことが確認できる。また、気象庁の発表によると、福津市付近において約

110mm/時の降雨が確認されており、短期間に強い雨が集中していたことが確認できる。 

このため、今年度浸水が発生した際の降雨（R7.8.9～R7.8.12）は、60 分最大降雨量お

よび総降雨量の両観点から、過年度に比べて突出した降雨であったことが確認できる。 

 

 
図 2.25 浸水発生時における総降雨量および 60 分最大降雨量 

 

 
福岡管区気象台「災害時気象資料」（令和 7 年 8 月 13 日）より抜粋 
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2.8 その他排水施設 

下水道以外の排水機場として、「津屋崎第 1 排水機場」がある。次のページより資料を抜

粋する。 
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2.9 流域治水プロジェクト 

北九州・宗像圏域の流域治水プロジェクトを次のページより抜粋する。福津市としては、

「釣川水系」「手光今川水系」「西郷川水系」が該当する。 
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